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1、事業全体の実施目的・概要 

 

（1）経緯と目的 

2019 4 JCDN

!!

 

 

!!

 

 

 

（2）実施概要・体制 

 

 

以下４つのカテゴリーによるプラットフォームが、それぞれ独自の事業を企画・運営する。 

 

1)  

プラットフォームの核となる創造拠点の特性を勘案し、国際性のあるトップレベルの振付家の養成と並行し、地域の社会課題

を視野に入れた活動を行う若手の振付家の養成を行う。 

  ① 【札幌プラットフォーム】―運営：北海道コンテンポラリーダンス普及委員会 

    「Sapporo Choreo（サッポロ・コレオ）振付家養成講座」 

  ② 【名古屋プラットフォーム】―運営：ダンスハウス黄金 4422 

    「レジデンスアーティスト育成事業 2021」 

  ③ 【城崎プラットフォーム】―運営：Dance Camp Project 

    「Dance Camp クリエイション＆ダイアローグ・ワークショップ」 

  ④ 【神戸プラットフォーム】―運営：NPO法人ダンスボックス 

    「DANCE ARTIST VIEW2020 セルフカルチベート企画」 

  ⑤ 【広島プラットフォーム】―運営：FREE HEARTS 

    「ダンスアートプロジェクト！！」 
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2)  

各地のダンスアーティスト・カンパニーを“クリエイティブパートナー”とし、クリエイションと連動した振付家の養成を行う。振付家

に求められる高度なスキルや総合芸術としての構成・演出力を身につける手法として、他の芸術分野との協働を試み、特定

の身体メソッドによる表現活動の開発を行う。 

  ⑥ 【札幌/京都クリエイティブパートナー】 

―運営：C3/Contact Choreograph Crossing 事務局：（一社）ダンスアンドエンヴァイロメント 

    「建築とコンタクト（京都Ή札幌）」 

  ⑦ 【福岡クリエイティブパートナー】―運営：フルイドハグハグ/山崎広太、 NPO法人コデックス/スウェイン佳子 

    「わたしと身体のゆるやかなダンス革命 イン福岡」 

 

3)  

ダンスに関わる専門的な団体と連携して、レクチャーや、マネジメント技法の習得を通して、コンテンポラリーダンスの創造環

境全体の向上に寄与する人材の育成を行う。 

  ⑧ 【創造環境パートナー/ダンスヒストリー】―運営：ダンスヒストリー・スタディーズ 

    「ダンサー・振付家・制作者に “役に立つ” バレエ・ダンス史」 

  ⑨ 【創造環境パートナー/ダンスメディア】―運営：一般社団法人ダンス・ニッポン・アソシエイツ 

    「ダンスを撮る！-第 4回ダンス映像撮影ワークショップ-」 

 

4)  

  (1）-（3）の次のステップとして行う公演事業。 

  ⑩ 【公演プラットフォーム】 「KYOTO CHOREOGRAPHY AWARD 2020 

―若手振付家によるダンス公演＆作品を巡るディスカッション―」 

―運営：京都コレオグラフィーアワード実行委員会 

 

 

 NPO [JCDN]  

 

1  

日時：7月 21日 13：00-16：00 zoomによるオンライン開催（非公開） 

内容：事業全体の開始前に各プラットフォーム代表者による説明会と“振付家・ダンスアーティストが育つための環境をいかに

作っていくか”をテーマにしたダンスミーティングを開催。 

※昨年度は公開にて行ったが、今年はコロナウィルスの影響を受けてオンラインで実施するため、非公開で行った。 

 

13：00-13：10 事務局（JCDN）より事業運営に関する説明 ※事前に資料を配布、重要な点のみ説明 

13：10-14：40 各プラットフォーム運営団体代表者による、プログラムの発表（各組 10分） 

14：40-16：00 ダンスミーティング 「公演プラットフォームについて/振付家を育成するには」 

 

２） JCDN及び各地の運営団体による視察・オブザーブ委員の設置 

事務局および各地の運営団体から、他の地域の視察を行うことでピアレビュー（同業他者による評価）の参考とするほか、横

のつながりを深め、運営団体同士のネットワーク作りに活かすことを目指している。（※2020年度はコロナのため実施せず。）  

また、ダンスに精通し、アーティストの育成に対して見識のある 2名程度の専門家に、公演プラットフォームのアーティスト/作

品を選出いただくほか、公演後に作家及び当事業に対するフィードバックをいただくこととした。  

［オブザーバー ※敬称略］ 加藤種男（クリエイティブ・ディレクター）、林慶一（ｄ倉庫）、萩谷早枝子（STスポット） 
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KYOTO Meeting  

※公演プラットフォーム「KYOTO CHOREOGRAPHY AWARD」と同時開催。 

 

[報告会] 

日時：  3月 11日（木） 13：00-16：00 

内容：「ダンスでいこう！！」2020 年度の総まとめとして、全国 10 のプラットフォームのうち、9 団体が事業報告を行う。写真

や映像を交えて各団体 15分ずつプレゼンテーションを行い、最後に質疑応答の時間を設ける。 

 

[ミーティング] 

日時： 3月 12日（金） 11：00-13：00 

内容：『コロナの時代にダンスアーティストはどうサバイバルしていくのか、そして、ダンスはどう変わっていくのか？』と題して開

催。コロナ禍の中、ダンスの公演やワークショップは中止や延期を余儀なくされた一方で、ZOOM によるワークショップや、ダン

ス公演のライブ配信など、コロナによって新しく生まれた表現方法がある。このミーティングでは、コロナ禍の経験から見えてき

たこと、課題・可能性などを、参加者と話し合う。 

 

会場： 京都芸術センター フリースペース 

共催：京都芸術センター Co-program カテゴリーD採択企画 

 

 KYOTO CHOREOGRAPHY AWARD  

京都で行う公演プラットフォームの事務局業務を担う。また、公演プラットフォームの準備段階で、必要に応じて、アーティスト

のためのマネジメント講座や、地域間の交流を促すダンスミーティングなどを開催し、各地のダンス創造環境に関する課題を

共有する場を積極的に設ける。 

 

 

事務局ミーティング、事業全体の全国的な広報、事業実施計画から報告書作成、 

文化庁及び凸版印刷株式会社（今年度の文化庁側の事務局）との業務全般、各運営団体との連絡調整など 

 

（3）開催クレジット 

 

文化庁委託事業「令和 2年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」 

主催：文化庁／NPO法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク（JCDN） 

各地共催・制作・協力： 

北海道コンテンポラリーダンス普及委員会／ダンスハウス黄金 4442／Dance Camp Project／城崎国際アートセンター（豊岡市）

／NPO 法人 DANCE BOX／FREE HEARTS／広島市安芸区民文化センター／C³/Contact Choreograph Crossing／一般社団

法人ダンスアンドエンヴァイロメント／micelle／あけぼのアート&コミュニティーセンター（札幌）／フルイドハグハグ／NPO 法人コデッ

クス／ダンスヒストリー・スタディーズ／Dance New Air（一般社団法人ダンス・ニッポン・アソシエイツ）／京都芸術センター（Co-

program カテゴリーD「KACセレクション」採択企画） 

 

事務局：NPO法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク（JCDN） 

統括：佐東範一 運営：神前沙織、榊原愛、松岡真弥 

〒600-8092 京都府京都市下京区神明町 241オパス四条 503 

Tel: 075-361-4685    Fax: 075-361-6225    MAIL：danceitis@jcdn.org    Web: http://www.jcdn.org 

  

http://www.jcdn.org/
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2、事業の報告 

 

（1）各プラットフォームの報告とまとめ 
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①【札幌プラットフォーム】 

Sapporo Choreo（サッポロ・コレオ） 

振付家養成講座 
 

運営｜北海道コンテンポラリーダンス普及委員会 
（委員長：森嶋 拓） 

 

［プログラムの特色］ 

●初心者から現役振付家まで、レベルに合わせた三つのコース。 

●三名の講師およびメンターによる振付の基礎理論を学ぶ講座。 

●セルフプロモーションのための資料、写真、映像などについて

も学ぶ。 

 

創作にあたって何から手をつけたら良いかわからない方には基本知識を。すでに活動を行っている方には一緒に悩んでくれるメンターと、

プロモーションに関する全面的なサポートを。ダンスを観るのが好きなだけで、自分が踊るのはちょっと・・・という方にはよりダンスを深

く味わう為の視点を。今年は講座を受けてみたいだけの方から、本格的に活動している振付家まで、A～C の３コースを用意した。オンラ

インを活用のため全国の方も参加可能なプログラム。 

 

実施概要 

 

◆A コース／振付の方法論についてのオンライン講座 

［対 象］ ・ダンス未経験でも話を聞いてみたい方  ・観る専門だけどダンスへの理解をより深めたい方  

 ・学術的な観点から興味がある方        ・振付の方法論を学びたい方、興味がある方  

 ・別分野のアーティストで身体的パフォーマンスに興味がある方 

・振付家になりたいダンサー  ・振付の能力を高めたい振付家 

［日 時］ 8月 25日（火）26日（水）28日（金） 20：30～22：00 全 3回  オンライン実施 

［講 師］ 平原慎太郎（OrganWorks） 

 

◆B コース／オンライン講座＋グループワーク 

［対 象］ ・別分野のアーティストで身体的パフォーマンスに興味がある方  ・作品作りの現場に立ち会ってみたいダンサー 

・振付家になりたいダンサー   ・振付の能力を高めたい振付家 

［日 時］ 講座：8月 25日（火）26日（水）28日（金） 20：30～22：00 全 3回  オンライン実施 

グループワーク：2月 19日（金）19：30～21：30 ／ 20日（土）21日（日）13：00～16：00 

［会 場］ CONTE-SAPPORO Dance Center  

［講 師］ 平原慎太郎（OrganWorks） 

 

◆C コース／振付家のトータルコーディネートコース 

［募集条件］ メンター役となる 2名の現役振付家から、アドバイスや相談しながら各自の作品を創作していく。また、アーティス

トとしてのセルフブランディングを高めるため、宣伝資料となる写真、ポートレート、プロモーション動画を写真家、プロデューサーと

［運営団体プロフィール］ 

 2011年 1月にコンテンポラリーダンスと舞踏など

の先鋭的舞踊の普及を目的に設立。これまでに

ダンスフェスティバル、公演やイベント、ワークショ

ップや講座などの事業を通して北海道内のダンス

シーンを活性化してきた。国内外のダンサー／団

体による北海道公演の制作補助も行っており、北

海道とその他の地域を繋げる役割も担っている。 
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共に製作する。途中まではオンラインを活用し、最後の仕上げと撮影は札幌にて行い、北海道外から参加される方には、アーテ

ィストレジデンスの申請など全面的にサポートする。 

［対象］ ・既に振付家として活動している方  ・ある程度の実績がある方 

［日 時］ 【講座】 8月 25日（火）26日（水）28日（金）20：30～22：00 全 3回  オンライン実施 

【オンライン・キックオフミーティング】 9月 24日（金）20：30～21：30 

【オンライン・ワーク】9月 26日（土）メンター：山下、27日（日）メンター：児玉／11月 7日（土）メンター：山下、   

8日（日）メンター：児玉／1月 9日（土）メンター：山下、 16日（土）メンター：児玉      各日 20：30～22：00 

【実践ワーク 札幌】2月 27日（土）13：00～20：00、28日（日）10：00～13：00 メンター：山下、児玉 

【撮影】 2月 28日（日） 

［会 場］ CONTE-SAPPORO Dance Center 

［講 師］ 平原慎太郎（OrganWorks）  ［メンター］ 山下 残、児玉北斗 

 

［参加費］ A コース：10,000円／B コース：15,000円／C コース：35,000円（写真、動画の制作費込み） 

 

 

事業の成果など 
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［参加者］  計 28名 

A コース： 川崎啓史（40代/男/大阪府貝塚市）、大森弥子（20代/女/北海道札幌市）、矢藤智子（40代/女/京都府京都

市）、 アミジロウ（40代/男/大阪府高槻市）、結城仁恵（30代/女/福岡県）、鈴村英理子（30代/女/滋賀県草津市）、 

高田育子（40代/女/滋賀県大津市）、品川こころ（40代/女/兵庫県宝塚市）、鈴木純（20代/女/山形県山形市）、 

横井めぐ美（30代/女/茨城県ひたちなか市） 他 

B コース： 玉谷ゆかり（50代/女/東京都新宿区）、鈴村英理子（30代/女/滋賀県草津市）、鼓代弥生（40代/女/北海道札

幌市） 

C コース： 篠崎芽美（30代/女/東京都）、牛島有佳子（30代/女/北海道札幌市）、大西彩瑛（20代/女/東京都杉並区） 

 

参加者の声 

 

◆A コース／振付の方法論についてのオンライン講座 

 
Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 
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◆B コース／オンライン講座＋グループワーク 

 

Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 
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Q.書ききれない事や、プログラムに対しての
ご意見・ご感想などがあれば、自由にお書き
ください。 
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◆C コース / 振付家のトータルコーディネートコース 
 

Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 
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［講師・メンター プロフィール］  

 

 

HipHop

OrganWorks  

 

 

 

1970 100 

 

 

 

 

 

 

  

photo by yixtape 

photo: Masahiro Hasunuma 



「ダンスでいこう!!」2020 年度 報告書 P.13 

②【名古屋プラットフォーム】 

 

レジデンスアーティスト育成事業 2021 
 

運営：ダンスハウス黄金 4422  
（代表：浅井信好） 
 

［プログラムの特色］ 

●ダンスハウス黄金 4422 ならではの、 

20 日間のレジデンス型育成プロジェクト。 

●贅沢な作品制作スペースと宿泊施設、時間、制作費を 

サポート。 

●照明、音響、制作など舞台に必要な基礎知識を学べる。 

 

 

精力的に作品発表を行っていく振付家のために、作品の創作だけでなく、舞台芸術に関わる様々な知識を習得してもらうためのプログラ

ム。2 名のレジデンスアーティストを公募で選出後、20 日間に渡り、ダンスハウス黄金4422 にて愛知県内のダンサーを起用した作品の

滞在製作を行った。 

滞在制作期間中に、舞台芸術に関わる様々な知識を習得してもらう為の照明講座・音響講座・制作講座（1 講座４時間）を実施。最後に、ダ

ンスハウス黄金4422 内の劇場にて 2 日間、各10 名の観客を入れて成果発表を行った。 

 

実施概要 

 

［募集条件］ ・スタジオスペースの提供 

・劇場スペースの提供  

・滞在制作期間中の宿泊施設の提供（当館のレジデンス施設を使用）  

・1名分の居住地から名古屋までの往復交通費支給  

・制作費として 12万円（税込）を支給  

・照明・音響・制作についての講習を提供 

［対 象］    ・日本在住者  

・2021年 1月 5日₩24日までの全研修プログラム及び、滞在制作や作品発表に参加可能であること  

・20歳₩38歳の振付家  

・過去に２作品以上の自作作品を制作した経験のある者  

・愛知県内で活動するダンサーを起用した作品創作を行う意思がある者 

［日 時］ 1月 5日～24日 

［会 場］ ダンスハウス黄金 4422 

［講 師］ 浅井信好(制作講座)、福井孝子（照明講座）、椎名 KANS（音響講座）  

［スタッフ］ 制作スタッフ：杉浦亜希、鈴木弥生、松浦玲子、岩田舞海 

［参加費］ 講座受講料 5,000円  

[公演チケット料金] 3,000円 

 

［運営団体プロフィール］  

ダンスハウス黄金 4422は 2017年 6月に名古

屋で設立された。１階にホール、２階にレジデンス

施設、３階にスタジオ、４階にアーティストアトリエ、

５階にギャラリーを併設。アジアにおけるコンテンポ

ラリーダンスのプラットフォームの役目を担うため

に、振付家育成事業、ワークショップ事業、公演

事業、アーティスト・イン・レジデンス事業、中高生

育成事業などを実施している。 
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 ［公募選出レジデンスアーティスト］ 

・小暮香帆 

30 /  2 EX2015 6  

 

・井田亜彩実 

30 /  2013  MARIA KONG

2018  

 

[成果発表作品 出演者］ 

・井田亜彩実振付作品「Species 一 Transmission一」  出演：井戸田莉菜、杉山絵理、辻本佳、服部哲郎 

・井田亜彩実振付作品「Species―種―」  出演：井田亜彩実、荒俣夏美、豊永洵子、南帆乃佳 

・小暮香帆振付作品「路上の宝石」  出演：穴井裕里恵、杉浦ゆら、田中すみれ、山田怜央 

 

 

 

事業の成果など 
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［参加者］  計 13名 （うち出演ダンサー11名） 

井田亜彩実（30代／女／長野県長野市）、 小暮香帆（30代／女／東京都品川区） 

山田怜央（10代／男／愛知県愛西市）、荒俣夏美（20代／女／千葉県千葉市）、服部哲郎（30代／男／愛知県名古屋市）、 

菅井一輝（30 代／男／愛知県名古屋市）、杉山絵理（30 代／女／愛知県名古屋市）、豊永洵子（30 代／女／愛知県名古屋

市）、辻本 佳（30代／男／京都府京都市）、井戸田莉菜（20代／女／愛知県東海市）、南帆乃佳（20代／女／東京都）、 

穴井裕里恵（20代／女／愛知県犬山市）、杉浦ゆら（10代／女／愛知県名古屋市） 

 

参加者の声： 

 

Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 
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Q.書ききれない事や、プログラムに対しての
ご意見・ご感想などがあれば、自由にお書き
ください。 

 

 

 

 

 

4422
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(
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［講師プロフィール］ 

照明講座：福井孝子 

27

 

 

音響講座：椎名 KANS 

1995

2009 Garage Inc.

 

 

制作講座：浅井信好 

1983 4422

PIERRE MIROIR

ARTE LAGUNA ART AWARD

V E S S E L 35 150   

photo by  
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③【城崎プラットフォーム】 

Dance Camp クリエイション＆ 

ダイアローグ・ワークショップ 
 

企画・運営：Dance Camp Project 
（代表：水野立子） 

 

［プログラムの特色］ 

●ディーンと余越：メンターや参加アーティストとの対話から、

作品を解体し再構築する。 

●24 時間使える稽古場を持つ城崎国際アートセンターでの合宿

形式。（温泉もあり） 

●すべての時間を作品のクリエイションに捧げる、アーティスト

にとって苦しくも至福の日々。 

 

作品をすでにつくり発表しているパフォーマティヴアートの分野（振付家・演出家・映像作

家・美術家・パフォーマー・ダンサー）などを対象に、ソロ、デュオ、3 ～5 名のグループ編

成の若手アーティストが城崎国際アートセンターに滞在し、集中した作品クリエイションを

行う。期間中、キャリアのあるメンターに依頼し、参加したアーティスト同士にダイアロー

グを促し、作品プロセスを言語化、既存の手法や価値観を問いながら実験と発明を重ね、

作品のクリエイションに必要な参加アーティストのコンセプトやアイデアをより拡張させて

いくことを目的とする。最終日には、成果発表を行った。 

メンターは、ニューヨークより９０年代から継続して作品を発表し、指導者としても優れたアーティスト、ディーン・モスと余越保子を迎え、両

氏が共に独自に開発してきた創作プロセスに特化した“ダイアローグ・ワークショップ”を行う予定だったが、NY を拠点とするディーン・モス

がコロナ禍により来日が不可になったため、ディーン・モスはオンラインでコメントをもらう形式に変更し、余越保子がメインで実施した。申込

数は、合計 38 名（ソロ1 名・7 組、デュオ・7 組、3 名・1 組、4 名・1 組、5 名・2 組）。その中からメンターが、合計11 名（ソロ1 名、デュオ・

１組、3 名・1 組、5 名・１組）を選抜した。 

 

実施概要 

［対 象］ ・ダンス/パフォーマンス作品を制作している振付家・ダンサー・パフォーマー（ソロ/デュオ/ 3-5名までのチームでの 

応募可） 

・編成メンバーで制作した未発表の試演作品やアイデア、又は既に上演したことのある作品（約 20分未満）をこのWSの

題材として持ち込み、作品の開発・発展を行う意欲のあるアーティスト。 

・3年以上、活動経験のある方。  

・全日参加できる方。心身ともに健康で集団生活ができる方。 

・主催者及び開催会場のコロナ感染対策ルールを厳守し、滞在地域の方や他者への社会的マナーの配慮ができる方。 

［日 時］ 1月 9日 （土）城崎温泉駅集合  10日 （日） ₩15日 （金）クリエイション＋ダイアローグ・ワークショップ 

1月 16日（土） ショーイング 

［会 場］ 城崎国際アートセンター 

［メンター・講師］ メイン・ファシリテーター：余越保子  ファシリテーター：ディーン・モス （オンラインのみで数回参加、英語／日本語） 

オンラインによる舞踊講座 ゲスト：武藤大祐   

［運営団体プロフィール］  

2017年より振付家・ダンサーのための育成プログ

ラムを集中した合宿形式で、城崎国際アートセン

ターで開始。 

2017年度：青木尚哉＜グループワーク＆リサー

チ＞ 余越保子＜ダンス＆プロセス＞の 2 コース

を実施。  

2018年度：ダンサーのための＜実践的ダンス・ワ

ークショップ＞として、Aコース：寺田みさこ＜動き

の解像度を上げる～バッハ「フーガの技法」を踊る

＞、余越保子＜コンテンポラリーダンサーが日本

舞踊の古典作品を踊ってみる＞、Bコース：康本

雅子＜音楽に IN OUT＞、みずのりつこ＜舞踏の

身体訓練～金粉パフォーマンス＞を実施した。 

2019年度：クリエイション＆ダイアローグ・ワークシ

ョップ by ディーン・モス＆余越保子。全国公募よ

り 3-5名のチーム編成のアーティストを 4組選出

し、各チームが持ち込んだ作品をダイアローグ・ワ

ークショップを通してクリエイションを行う。 

photo by  
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［参加費］無料   

※本プログラムは、教える教えられるという観点を払拭し、キャリアの違いはあるがアーティスト同士のダイアローグを重ねていく場を

成立させるために、参加料は無料とし助成金で賄う。自立したアーティストとして、積極的に参加意欲のある方を募集。 

［制作］ 水野立子 

 

 

事業の成果など 
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［参加者/プロフィール］  計 11名 

上本竜平 （40代 ／男／千葉県） 

・演出家・振付家・ダンサー・パフォーマー／2004年 AAPA（アアパ/ Away At Performing Arts）の活動を開始。2013年に 北

千住(東京都足立区 )に「日の出町団地スタジオ」をオープン。 

阿部真理亜 （20代 ／女／東京都） 

・演出家、映像作家、ダンサー／2017 年以降、東京芸術大学大学院でメディア映像専攻に在籍。メディアと身体、劇場構造のリ

サーチ。これまでに、井手茂太、笠井瑞丈、川村美紀子、村本すみれ、田村興一郎の作品に出演。 

中村優希 （20代 ／女／東京都） 

・ダンサー／2017 年 日本女子体育大学舞踊学専攻卒業。2014 年～現在、梅田宏明主催「somatic field project」に携わり、

作品に出演。これまでに、青木尚哉、井手茂太、上野天志、笠井瑞丈、三東瑠璃、村本すみれ等、多数の振付家の作品に出演。 

杉本奈月 （20代 ／女／京都市） 

・演劇・舞台照明・演劇作家、デザイナー。第 15 回 AAF 戯曲賞最終候補作『居坐りのひ』で「大賞の次点」（地点 三浦基）と評

され、ウイングカップ 6 最優秀賞受賞。大阪現代舞台芸術協会 DIVE 理事、無隣館演出部所属。Nϒ（エヌツー）代表。 

西井裕美 （30代 ／女／東京都） 

・俳優。国立劇場 6 期修了。第 6 回クォータースターコンテストにて BITE 賞受賞。俳優として、スペースノットブランク『ネイティブ』

『原風景』（2018）、以降多数出演。 

松浦みる （20代 ／女／東京都） 

・俳優。5 歳のとき地元の福岡で演劇を始める。俳優として、シアターグリーン学生芸術祭 vol.11 優秀賞受賞作 / いいへんじ『パ

パ』（2017）、等多数。 

遠藤純一郎 （20代 ／男／ 東京都） 

・現代美術家。東京藝術大学美術学部先端芸術表現科卒業。2018 年「わたしはクローゼットですが、それもまたいいことです。」

展を企画。2019 年より墨田区を拠点に行われるアートプロジェクト「ファンタジア！ファンタジア！ー生き方がかたちになったまちー」

の企画・運営として携わり、ワークショップの考案、ファシリテー ションなどを行う。 

鶴家一仁 （20代 ／男／ 東京都） 

・英国 Rambert school of Ballet and Contemporary dance 卒。同校在学中に Kerry Nichollsや Mark Baldwinなどの作品で主

要な役を踊る。卒業後フリーランスとして Pichet Klunchun演出 「Toky Toki Saru」など多数。 

内藤治水 （20代 ／女／埼玉県） 

・お茶の水女子大学芸術・表現行動学科舞踊教育学コース卒業。2015 年から二瓶野枝主宰 Dance Company Nectのダンサー

として 9作品以上に出演。2016年よりパフォーマンスグループ Fleur のメンバーとして 3回の自主公演に出演。他出演作品多数。 

長沼航 （20代 ／男／神奈川県） 

・横浜国立大学都市イノベーション学府 Y-GSC 在籍。散策 者/ヌトミックメンバー。 2019 年より 俳優として演劇創作を始める。

参加している劇団・散策 者の作品に出演するほか、他団体の作品にも参加。 

モテギミユ （20代 ／女／神奈川県） 

・振付家、Dancer。ドイツのバレエアカデミーを卒業後ブダペストダンスシアター  に所属。 フリーランスに転向後、Kanami 

Nakabayashi（現在テキサス在住） とデュオ“Morin”結成。 

 

参加者の声： 

 

Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 

 

WS
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Q.書ききれない事や、プログラムに対しての
ご意見・ご感想などがあれば、自由にお書き
ください。 
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［講師・ファシリテーター プロフィール］ 
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④【神戸プラットフォーム】 

DANCE ARTIST VIEW2020 

「セルフカルチベート企画」 
 

企画・運営：NPO法人 DANCE BOX 
（担当：文） 
 

［プログラムの特色］ 

●何が自分に必要なのかを自ら考え、自らの育成プログラムを企

画する。 

●これからのアーティストに必要な、セルフマネジメント力と他

者との対話力を育てる。 

●劇場でのクリエイションと考察。 

 

育成対象となる新進の振付家等が、創作活動をしていく上で自身に不足していること（創作技術や、様々なスキル、マネジメント力等）を客観

的に捉え、現在のダンスシーンも鑑みて、それらに最も有効な自分自身のための育成プログラムを立ち上げる。育成対象者は、ダンサーやテ

クニカルスタッフ、制作者やアドバイザーなどとの協働も含めた多角的な実践演習を行う。 

 

実施概要 

［対 象］ ・活動経験 3年以上の若手振付家。 

・参加条件として、プロジェクト費 175,000円以内を支給。(1組あたり) 

［日 時］ ①7月 21日 参加者を公募し、事前説明会と参加者によるミーティング 

②8月 4日 プレゼンテーション → 参加者を決定  

③個別ミーティングを重ねた後、各自プロジェクトをスタート（レポートも提出）  

④11月 13日 中間報告会の開催を ArtTheater dB KOBEで実施  

⑤12月 28日 成果報告会の開催をオンラインで実施  ⑥  アフターフォロー 

［会 場］ ArtTheater dB KOBE、オンライン 

［参加者/団体名、活動タイトル］  

【ダンス井戸端会議（秋山きらら、他）】 「ダンスを外から見つめる・語る（仮）」  

【上野愛実、内田結花、中西ちさと、中間アヤカ】 「コンポジション実験クラブ（CEC）」 

【Alain sinandja】 「How to make an artistic folder」  

【庄波希（HixTO）】 「空間と身体の関係性の研究」 

［協 力］ ダンスボックス照明研究会 

 

 

事業の成果など 

 

 

 

4

 

 

［運営団体プロフィール］  

1996年発足。拠点劇場〈ArtTheater dB 

KOBE〉を中心に、ダンス作品のプロデュースやア

ーティスト・イン・レジデンスのほか、新進芸術家の

育成として「国内ダンス留学@神戸」(2012-2017 

年度)等を実施。劇場もロビーも、日常的に国内

外のアーティストや地域の人の出入りが多く、ダン

スアーティストの創造環境を考えると共に、舞台

芸術の新しい地域への開き方も探っている。 
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［参加者］ 計 20名 

「ダンス井戸端会議」 秋山きらら（20代／女／東京）、白井愛咲（30代／女）、ほかダンス井戸端会議メンバー 

上野愛実（30代／女／京都 振付家・ダンサー） 

内田結花（30代／女／大阪 振付家・ダンサー） 

中西ちさと（30代／女／大阪 振付家・ダンサー） 

中間アヤカ（20代／女／兵庫 ダンサー） 

Alain sinandja（30代／男／トーゴ出身兵庫在住 振付家・ダンサー） 

庄波希（20代／男／兵庫 振付家・ダンサー） ほか HixTO メンバー 

 

参加者の声 

 

Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 
 

 

 

1

db

db

 

 

( ) 
 
 Q.書ききれない事や、プログラムに対しての
ご意見・ご感想などがあれば、自由にお書き
ください。 
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⑤【広島プラットフォーム】 

 

ダンスアートプロジェクト！！ 

 
企画・運営：FREE HEARTS 
（代表：島村陽子） 

 

［プログラムの特色］ 

●これまでダンスを踊ってきたけれど、自分ではダンスを創った

ことのない人大歓迎。 

●ダンスを創るためのヒント、創ることの喜びや難しさを体験す

る 6 日間。 

●世界的な振付家も、はじめの一歩はみな同じ。 

 

オリジナリティー溢れる作品づくりの機会（場）を提供することにより、今後の若手振付家・ダンサーの創作意欲を高めることを目的とし、ダ

ンスを「創る」面白さを伝える6 日間のプログラム。 

昨年に続き、第一線で活躍する振付家の近藤良平氏を講師に招き、ワークショップ・レクチャーを通じて、創作プロセスを学ぶ。受講者は講師

より課題を与えられ、各自創作に挑み、最終日には公開による成果発表（ショーイング）、作品解説も含んだアフタートークを実施した。 

 

実施概要 

［対 象］ ・ダンスなど舞台経験豊かな若い方(概ね 30歳まで、小学生は除く） ※応募多数の場合は書類選考あり 

［日 時］ 2月 9日（火）～14日（日） 

ワークショップ 2月 9日 (火)、 10日(水)、 11日(木)、12日(金) 18:00-21:00  

2月 13日(土) 13:00-21:00、14日(日) 10:00-12:00 

ショーイング  2月 14日(日) 14:00-15:00 (終演後アフタートーク) 

［会 場］ 広島市安芸区民文化センター 

［参加費］ 受講料：一般 5,000円  学生 2,000円  ショーイング：無料 

［講 師］ 近藤良平 

［スタッフ］ 照明：福田哲也、柏原孝祐（ケアー） 音響：景山義彦（サウンドオフィスクロスロード） アシスタント：杉浦和弥 

運営：島村陽子、岡本忠久 制作：竹内ひとみ、友重里香、杉浦和弥  チラシデザイン：MAKOTO 

［共 催］ 広島市安芸区民文化センター 

 

 

事業の成果など 

 

 

 

6

［運営団体プロフィール］  

1992年より地元ダンサーのレベルアップと交流を

目的に、国内外のダンサーを定期的に講師に招

き、ダンスワークショップを開催。現在は演劇やミ

ュージカル、舞踏ヒップホップなど、ジャンルを問

わず、幅広く身体表現活動に携わり、行政主催の

ダンスイベント制作部門の協力、ダンス公演の提

案なども、地元広島にて行っている。 

photo by MAKOTO 
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Photos by MAKOTO 
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［参加者］  計 10名  

玉野日向子（20代/女/東京都国分寺市)、坂本知世（20代/女/広島県呉市）、加用舎那（10代/女/広島県広島市）、 

高山太一（20代/男/広島県広島市）、高橋雅輝（10代/女/広島県広島市）、中本妃世里（10代/女/広島県三原市）、 

善岡宏和（30 代/男/広島市）、宮地綾（20 代/女/広島県広島市）、光廣ひか里（20 代/女/広島県）、北川すみれ（10 代/女/

山口県）、井戸咲良（20代/女/大阪府） 

 

 

参加者の声 

 

Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 

 

1

6

( ) 

 

(

)

 

 

 

 

1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「ダンスでいこう!!」2020 年度 報告書 P.32 

 

 
Q.書ききれない事や、プログラムに対しての
ご意見・ご感想などがあれば、自由にお書き
ください。 
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［講師プロフィール］  
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Photos by MAKOTO 
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⑥【札幌／京都クリエイティブパートナー】 

 

建築とコンタクト（京都—札幌） 
 

運営：C3/Contact Choreograph Crossing 
制作：一般社団法人ダンスアンドエンヴァイロメント 
（担当：坂本公成・森裕子） 

 

［プログラムの特色］ 

●世界中のダンサーにとってのメソッド「コンタクト・インプロ

ビゼーション」を知る。 

●建築からダンスが生まれる⁈ 

●札幌と京都の二地域での開催、今年はショーイングではなく動

画配信。 

 

—建築と出会うダンス— コンタクト・インプロヴィゼーション（以下CI ）は身体と身体の対話のダンスであり、個々の振付家の言語を豊かに

すると同時に、家屋や建築など「空間」を理解し利用して行くのにも役立つメソッドである。この事業では広義の意味でCI を捉えて、振付家

の空間への理解を促すと同時に、独自の言語を発展させる事を目的としている。京都では古民家をリノベーションした和洋折衷建築「町家ホ

テル YANAGI 」を会場に、札幌では廃校になった校舎を活用した「あけぼのアート＆コミュニティセンター」の建築を対象にワークショップ&

クリエイション、最終ショーイングや動画の撮影を行った。 

 

実施概要 

［対象］ ダンス歴 3年以上振付家志望のダンサー、建築やサイトスペシフィク・アートに興味のあるアーティスト 

［日時・会場］ 

◆京都プログラム 

【パートナリングWS】（5回） 10月 9日（金）18:30～20:30 会場 A 10日（土）11:00～13:00、14:00～16:00 会場 A 

11日（日）11:00～13:00、14:00～16:00 会場 B 

【現代建築家による建築を読み込む WS】（1回）  11月 14日（土）13:00～15:00 会場 C（以下同） 

【建築と関わりながらのクリエイション】（5日）  11月 14日（土）16:00～20:00 11月 15日（日）11:00～17:00  

11月 21日（土）～23日（月・祝）11:00～17:00    【動画撮影】11月 23日（月・祝）15:00～17:00 

会場 A：京都市北いきいき市民活動センター B：京都市左京東部いきいき市民活動センター  C：町家ホテル YANAGI 

◆札幌プログラム 

【コンタクト・インプロヴィゼーションWS】（4回） 10月 28日（水）～30日（金）19:00～21:00 31日（土）13:00～15:00 

【建築と関わりながらのクリエイション】（4日） 10月 31日（土）16:00～19:00 11月 1日（日）10:00～18:00 2日（月）

12:00～21:00 3日（火・祝）10:00～18:00     【限定公開ショーイング】11月 3日（火・祝）16:00～ 

会場：あけぼのアート＆コミュニティセンター 

［講 師］坂本公成＋森裕子（Monochrome Circus）、三野貞佳（アリアナ建築設計事務所） 

［参加費］ 10,000円（通し） 

［スタッフ］ ◆札幌 制作：micelle  映像撮影:株式会社ラッカ 

◆京都 制作：ダンスアンドエンヴァイロメント  写真撮影:菱川裕子  映像撮影:奥田ケン 

［協 力］ さっぽろ天神山アートスタジオ（札幌）、あけぼのアート&コミュニティセンター（札幌）アリアナ設計事務所（大阪） 

［運営団体プロフィール］  

京都を拠点とするコンタクト・インプロヴァイザー(以

下 CI)・アーティストと札幌を拠点とする CIアーテ

ィストが 2018年より地域間交流を開始。今回の

地域間交流を促す人材育成事業の実施のため

に Contact、Choreograph、Croosingをキーワ

ードに C3(シースリー)を結成した。 

Photo by Hiro Sakurai 
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事業の成果など 
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Photos by Yuko Hishikawa 
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［参加者］ 計 13名 

[札幌プログラム] 成田愛花（20代／女／北海道 俳優・ダンサー・舞台歴 10年以上）、平尾拓也（20代／男／北海道 ダンサ

ー・舞台歴 6年以上）、津川りゅう子（60代／女／北海道 ダンサー・舞台歴 40年以上）、若松由紀枝（60代／女／北海道 ダン

サー・舞台歴 40年以上）、門戸大輔（40代／男／京都市 ダンサー歴 3年以上） 

[京都プログラム] 林南々帆（10代／女／京都市 ダンス経験 10年以上）、森本圭治（20代／女／大阪市 ダンサー歴 5年以

上）、上田愛華（10代／女／京都市 ダンス経験 10年以上）、板倉佳奈美（50代／女／京都市 ダンサー歴 20年以上）、 

竹之内芙美（30代／女／京都市 ダンサー歴 10年以上、デザイナー）、杉崎未侑（20代／女／大阪市 ダンサー歴 5年以上）、

玉谷ゆかり（50代／女／名古屋市 ダンサー歴 20年以上）、門戸大輔（40代／男／京都市 ダンサー歴 3年以上) 

 

参加者の声 

 

Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 
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Q.書ききれない事や、プログラムに対しての
ご意見・ご感想などがあれば、自由にお書き
ください。 
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［講師プロフィール］  

 

Monochrome Circus 

Monochrome Circus 
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photo by Yuko Hishikawa 

https://www.aliana-arc.com/
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⑦【福岡クリエイティブパートナー】 

「わたしと身体のゆるやかな 

 ダンス革命 イン福岡」 
 
企画・運営：山崎広太／フルイドハグハグ、 

スウェイン佳子／NPO法人コデックス 
 

 

［プログラムの特色］ 

●わたし自身の身体を考えると、身体は多くのことと関係して 

いることに気付きます。人間の生態までも考えてしまいます。 

●それぞれのアイデアを身体を通して何度もシェアすると、 

身体は時間と空間さえ飛び越えることもできます。 

●ダンスを一度忘れて、新しい身体を追求する旅です。 

どんなメディウムを使用しても可能。誰もが参加可能。 

 

（※緊急事態宣言により、当初予定していた福岡市の会場でのワークショップを、オンラインでのワークショップに切り替え、実施した。） 

ダンスの持つ可能性を探り、日常とダンスとパブリックスペースを有機的にかつ新しい視点で結びつけ、ダンスに向けて新しいエネルギーを

育成対象者とともに生み出すというのがこのワークショップの概要である。具体的には、参加者は、ワークショップ開始前から、準備された特

設サイトで講師の山崎広太からのメッセージや『綴る言葉』を読むことができ、どのように作品を創っていくかを考える時間が与えられた。そ

して、1 月 30 日から 2 月 7 日のワークショップ期間中には、毎回2 時間の ZOOM レクチャーで説明や紹介された多様な動き、振付の方

法などをそれぞれの居る空間で実験したり見せ合ったりした。また昼・夜、屋内・屋外の五感の働き方の違いなどもZOOM 中に実際に体験

し各自が発表した。ZOOM レクチャー外の時間には、講師の指示や参加者間でのインストラクションからインスパイヤーされた言葉や詩、写

真や動画などが創られ、活発にサイトに投稿され、そこからまた新たなクリエーションが生まれ広がっていった。２月７日のワークショップ最

終日には、講師と参加者全員の話し合いで、まずは3 月 9 日までこのクリエーション作業を継続し、できれば作品にまでしたいという結論

がでた。作品は以下のオンライン特設サイトにて公開している。 

 

https://kotaworkshop.jcdn.org/  
 

実施概要 

 

［対 象］ 性別、年齢、障害の有無、国籍不問。ダンスや演劇など身体を使った表現に興味のある方や、身体がベースのアートや

美術に携わっている方、地域を活性化するためのパブリックアクションを起こす意志や興味のある方など、ダンス経験はもとより、ダ

ンス経験がなくても、何かを創り上げようとする強いエナジーの持ち主であれば、誰もが参加可能。 

［日 時］ ミーティング  2月 6日(土）、10日(水）、24日(水）、3月 10日(水）19:00～ 

ワークショップ 1月 30日（金） – 2月 7日(土） 

※ワークショップ終了後は、オンラインワークショップ用のサイトに映像を投稿するため、もしくは自身の作品を作るための

クリエーションを行う。月に 2回程、全員のミーティングを行う。参加者には、そのミーティング前に投稿をしてもらった。 

［会 場］ スタジオ 505、オンライン開催 

［講 師］ 山崎広太 

［参加費］ 受講料：全日程通し 10,000 円 

［スタッフ］ 企画運営：山崎広太 制作運営：スウェイン佳子 スタッフ：二宮聡、大野智子、真崎千佳、コートニー・スウェイン 

［運営団体プロフィール］  

●山崎広太／フルイドハグハグ：社会におけるア

ーティストのためのオーガニゼーションとして 2008

年に設立。プログラム・ディレクター：山崎広太。 

●NPO法人コデックス：福岡を拠点に社会とアー

ト、特にパフォーミングアーツとの新たな関係を創

造し、誰でもが創造することの楽しさ、素晴らしさを

享受し、生きる力を得ることの出来る、自由で豊

かな地域社会の実現に貢献することを目的として

活動する特定非営利活動法人です。2008年か

ら毎年「フリンジ（辺境）から世界へ」の理念のもと

に福岡ダンスフリンジフェスティバルを開催。 

https://kotaworkshop.jcdn.org/
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［参加者］ 計 8名 

岩下愛 （40代／女／福岡県）  

ダンサー。HIPHOP・バレエ・コンテンポラリーを学ぶ。 

宮原一枝 （50代／女／福岡県）  

高校非常勤講師。大学からダンスを始める。即興ダンスを岩下徹氏に師事。 

福田沙織 （30代／女／福岡県）  

ダンサー。幼少よりバレエを学ぶ。オーストリアに留学。チェコ国立モラヴィアン・シレジアン劇場に 4 年間所属。 

浅沼圭 （40代／女／東京都）   

アスリート、ダンサー。元日本代表新体操選手。 

小山柚香 （30代／女／東京都）  

ダンサー・振付家。2012年～パフォーマンスシアターグループ Comp.を主催。 

岩永美樹 （50代／女／福岡県）  

ダンサー。2004年コンテンポラリーダンスカンパニーhoramiri設立、代表） 

まさきち （40代／女／福岡県）  

ダンサー・振付家。2005年よりコンテンポラリーダンス創作開始。「福岡ダンスフリンジフェスティバル」には５回出演。 

内田正信 （60代／男／福岡県） 

舞台照明家。「福岡ダンスフリンジフェスティバル」のテクニカルディレクター。森下真樹作品や大橋可也作品等に出演する。 

 

参加者の声： 

 
Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 
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Q.書ききれない事や、プログラムに対しての
ご意見・ご感想などがあれば、自由にお書き
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⑧【創造環境パートナー/ダンスヒストリー】 

 

ダンサー・振付家・制作者に 

「役に立つ」バレエ・ダンス史」 
 

企画・運営：ダンスヒストリー・スタディーズ 
（代表：芳賀直子） 

 

 

［プログラムの特色］ 

●今の自分のダンスがどのようなダンスの歴史の中に 

存在しているのかを知る。それは同時に振付の歴史を知ること。 

●歴史の中で俯瞰して自分のダンスを見ることで、 

いま自分が何を創り出そうとしているのかを考える。 

 

バレエ、ダンスを実際に踊られている方が歴史に触れる機会は極めて限られている現状。そうした中でバレエ、ダンスの歴史を知ることはク

リエイション、教育、自身の活動の何らかの助けになるはずである。その種まき作業を始めたいと思う。今年は昨年の声を反映して、より実践

的な「役に立つ」ヒストリー・スタディーズを目指す。他の会場の企画と連動し、オーダーメイド的講座の開催をする。また、質疑応答の時間を

十分にとり、それぞれの疑問にたっぷり答えられる講座とする。 

振付の歴史を知り、今の自分のダンスがどのようなダンスの歴史の中に存在しているのか、歴史の中で俯瞰して自分のダンスを見ることで、

いま自分が何を創り出そうとしているのかを考えるための講座として開催。 

 

■ダンサー・振付家・制作者に「役に立つ」バレエ・ダンス史 広島編 

ダンスでいこう広島プラットフォームと連携し、広島の「ダンスアートプロジェクト」参加者と、オンラインで募った参加者を対象にダンスの通

史をお話した。 

 

■ダンサー・振付家・制作者に「役に立つ」バレエ・ダンス史 zoom 編 

事前にアンケートを実施し、疑問点、知りたい点、またダンス・バレエ史のイメージを尋ね疑問を補完する形で講座を実施。 

 

実施概要 

 

［対 象］作品制作経験のあるダンサー、振付家 

広島編：広島の「ダンスアートプロジェクト」参加者、ダンス、バレエを 5年以上踊ったことがある方など 

zoom編：舞台経験 5年以上のダンサー（ジャンルは問いません）、振付家 

［会 場］ 広島安芸区民文化センター＆オンライン 

［日 時］ ・広島編： 2月 11日（木祝）14：00₩15：30 ・zoom編： 3月 6日（土）13：30～16：00 

［参加費］ 広島編：1000円 zoom編：3000円 

［講 師］ 芳賀直子 

［スタッフ］ 広島編:竹内ひとみ 

［共 催］ 広島編：Free Hearts、安芸区民文化センター 

 

［運営団体プロフィール］  

講師プロフィールを参照 
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事業の成果など 
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［参加者］  計 21名 

末久誉子（50代/女/広島県東広島市）、北川すみれ（10代/女/山口県岩国市) 、玉野日向子（20代/女/東京都国分寺市) 、

中本妃世里（10代/女/広島県三原市) 、西梶真理子（女/広島県) 、善岡宏和（30代/男/広島県広島市) 、他 

 

 

参加者の声： 

 

Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 
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Q.書ききれない事や、プログラムに対しての
ご意見・ご感想などがあれば、自由にお書き
ください。 
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⑨【創造環境パートナー/ダンスメディア】 

「ダンスを撮る！」 

-第 4 回ダンス映像撮影ワークショップ- 
 

企画・運営：Dance New Air／ 
一般社団法人ダンス・ニッポン・アソシエイツ 

（代表：宮久保真紀） 

 

［プログラムの特色］ 

●撮影することで自身の定義が覆るかも？ 

●何をもって「ダンス」というか。「撮影すること」から 

「撮影されること」を知る。 

●ダンスフィルム映画祭のエントリーも視野にいれてみよう！ 

 

 

近年、映像を撮影することが日常的になった。しかし日本では「ダンスフィルム」はいまだ一つのカテゴリーになっていない。ダンスを表現す

ることの大きな転換期である今だからこそ、劇場で公演することとは違う観点でダンスを表現し発信することで、ダンサー、振付家の新たな

活動となるベースを育成する。今回は参加対象者をダンサー・振付家に絞り、「    」と戯れるをキーワードにダンス映像を撮影することを

通して「ダンスとは？」をより深く考察する機会をつくった。 

 

実施概要 

［対 象］ ダンサー、振付家（経験年数は問わず）。全 5回参加できる方。 

［日 時］ 〈1日目〉10月 1日（木）19:00₩21:00 〈2日目〉8日（木） 19:00₩21:00  〈3日目〉11日（日）13:30₩15:30  

〈4日目〉15日（木）19:00₩21:00 〈5日目〉18日（日）13:30₩15:30 

[会 場] オンライン 

[講 師] 吉開菜央 

［参加費］ 受講料：15,000円（税込）  ［スタッフ］ 企画制作：宮久保真紀 

 

［講座内容］ 

〈1日目〉 「    」と戯れる／軽く身体をほぐした後に、様々な物体や光、空間、気配と戯れることを試してみる。  

〈2日目〉 音、リズムを考える／1日目の課題で作成した映像を鑑賞し、「ものの質感」「気配」についてディスカッションを行う。そ

の後、映像における音やリズムについて考察し、制作に反映させることを学ぶ。 

〈3日目〉 音、リズムと戯れる／2日目で行った音とリズムの考察をさらに深め、効果音のようなものをつくったり、音の編集、音楽

のようなものを作ることに挑戦する。 

〈4日目〉 作品編集に挑む／これまで撮影した映像や録音した音を組み合わせてダンス映像作品を編集する。自分が踊りだと感

じる感覚が映像を透して伝わるような作品を目指す。またそれぞれの考えるバリアフリー的な要素も加えてみる。 

〈5日目〉 上映・講評／課題の作品上映と講評会。自分の作品を発表することで得られる意見を参考に、今後のダンス映像製

作に活かす。 

 

[準備するもの]スマートフォン、スマートフォン用三脚、映像編集ソフト（推奨：Adobe premiere。ただし iMovieなどの無料編集ソフト

の使用も可） お香、お香立て、懐中電灯、動けるスペース二畳程度  

［運営団体プロフィール］  

2002年から開催してきた「ダンスビエンナーレトー

キョー」が築いた地盤を引き継ぎ、中心メンバーに

より 2015年 5月に一般社団法人を設立。東京・

青山を舞台に、アジアにおけるコンテンポラリーダ

ンスの拠点として定着してきた、国内最大規模の

コンテンポラリーダンスの祭典を 2年に一度開催

することを主目的として活動を開始。世界のコンテ

ンポラリーダンスの裾野を広げ、国内外のダンス

を取り巻く環境を豊かにすることを目指している。 
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事業の成果など 
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［参加者］ 計 5名 

白井七海 （愛知県／ダンス経験：5才₩新体操、コンテンポラリー

ダンス経験 1年弱） 

上村有紀 （東京都／ダンサー・振付家／Von・noズ主宰） 

高宮梢 （東京都／ダンサー・振付家。2016年より関かおり

PUNCTUMUN に参加） 

関かおり （東京都／ダンサー・振付家。関かおり PUNCTUMUN 主宰） 

燕 （埼玉県／ダンス歴 4年） 

 

 

参加者の声： 

 

Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 
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［講師プロフィール］ 
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【公演プラットフォーム】 

KYOTO CHOREOGRAPHY AWARD 2020 

―若手振付家によるダンス公演＆ 

作品を巡るディスカッション― 
 

運営：京都コレオグラフィーアワード実行委員会 
事務局：NPO法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク（JCDN）、 

一般社団法人ダンスアンドエンヴァイロメント 
 

●若手振付家のためのアワードを創設！ 

●地域格差をなくすため、交通費・宿泊費をサポート。 

●振付家が次のステップに向かうための上演の機会とする。 

 

「ダンスでいこう！！」の新たなプログラムとして、若手振付家のためのアワード『KYOTO CHOREOGRAPHY AWARD 』を2020 年度

に創設しました。このアワードは、振付家育成のひとつの方法として、若手振付家に作品発表の機会と賞を設け、観客と共に作品を巡るディ

スカッションを行うことにより、振付家を目指すアーティストの次なる活動へのステップとなることを目的に開催します。 

各地のダンスフェスティバルのプロデューサーやダンス関係者、他分野の専門家を招き、いくつかの賞を設け、上演時点の作品の完成度・魅

力だけではなく、未来に対する期待を含めた後押しとなる賞を目指します。 

 

実施概要 

[対 象] （応募時点で） 

■40歳以下のコンテンポラリーダンスの振付家。 

■ダンス作品をこれまでに 2作品以上発表している事。 

■振付家としての成長・発展、自身の作品の発展・進化を望んでいる日本国内在住者。 

■30分前後のデュオ以上の人数の作品を発表したい方。 

 

[選考プロセス] 

全国公募。資料と映像にて応募していただき、今年度 55組の応募の中から、書類選考にて 6組を選出し、京都芸術センターで 2

日間に分けて上演。各日 3組の上演後に、観客と共に作品を巡るディスカッションを行い、2日目終了後に最終審査を経て、受賞

者を決定。各賞の授与式を行った。 

 

[日 時] 3月 11日（木）17：00開演 12日（金）15：00開演 （開場は開演の 30分前） 

[会 場]  京都芸術センター 講堂 

[料 金] 入場チケット 前売 2,000円／当日 2,500円／オンライン視聴 1,000円（各日） 

 

[出演 （振付家・団体名／活動拠点／作品名）] ＊上演順 

１日目  1、 長谷川寧／冨士山アネット（東京）「Virtual Society」 

2、 小野彩加・中澤陽（東京）「バランス」 

3、 松木萌（京都）「Tartarus」 

２日目  4、 横山彰乃／lal banshees（東京）「海底に雪」 

5、 中根千枝・内田結花（大阪）「移動する暮らし」 

6、 下島礼紗／ケダゴロ（東京）「sky」 
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[ リアルタイム配信＆観客投票について ] 

上演をリアルタイムで配信（有料）し、観客投票にて観客賞を決定するほか、公演入場料収入・オンライン視聴による全収益を、観客

の投票数に応じて出演団体に分配した。投票は、京都芸術センターの観客の方にも 1人 1票の権利あり。 

※観客投票は、各日ごとに行う。 

 

[ アワード審査委員 ] ※五十音順、敬称略 ※肩書は 2020年度当時 

石井達朗（舞踊評論家） 

唐津絵理（愛知県芸術劇場シニアプロデューサー、DANCE BASE YOKOHAMA アーティスティックディレクター） 

黒田育世（振付家・ダンサー、BATIK主宰） 

砂連尾理（振付家・ダンサー、立教大学 現代心理学部・映像身体学科 特任教授） 

高嶺格（演出家・美術家、多摩美術大学教授） 

萩原麗子（京都芸術センター プログラム ディレクター） 

鷲田めるろ（十和田市現代美術館館長） 

ゲスト：ダニエル・ユン（振付家・ダンサー、Hong Kong Dance Exchange アーティスティックディレクター） 

 

※他、公募要項全文はサイト https://dance-it-is.com/program2020/kyoto2020/ をご覧ください。 

[舞台スタッフ] 

総合監督: 關 秀哉 (株式会社流) 舞台監督: 尾崎 聡、浜村修司 照明: 伊藤雅一 音響: 高田文尋  

映像オペレーター:川崎摩耶 映像配信: 嶋田好孝 

 

[開催クレジット] 

京都コレオグラフィーアワード実行委員会 

事務局：NPO法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク（JCDN）/ 佐東範一、神前沙織、松岡真弥 

一般社団法人ダンスアンドエンヴァイロメント/ 坂本公成、森裕子、林 南々帆 

共催：京都芸術センター Co-program カテゴリーD採択企画/会場・機材提供、広報協力 

協力：北海道コンテンポラリーダンス普及委員会／d-倉庫／STスポット／ダンスハウス黄金 4442／NPO法人 DANCE BOX／金沢

21世紀美術館 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  KYOTO CHOREOGRAPHY AWARD2020  photo  by umiak 
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◆KYOTO CHOREOGRAPHY AWARD 2020 結果 

 

KCA 京都賞     下島礼紗/ ケダゴロ 

KCA 奨励賞     松木萌 

KCA 奨励賞     横山彰乃/lal banshees  

ベストダンサー賞  荒木知佳 ( 小野・中澤振付作品出演)  

オーディエンス賞  下島礼紗/ ケダゴロ 

香港賞         該当者なし 
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KYOTO CHOREOGRAPHY AWARD2020  photo by umiak 
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KCA 審査の経緯 

             ※同内容をサイト https://dance-it-is.com/news/6639/にて公開しております。 

 

a   

 

KYOTO CHOREOGRAPHY AWARD 2020 KCA

 

1 KCA

 KCA   

 

【KCA京都賞】KCA KYOTO Award／ 

「ダンスは冒険である」という石井達朗さんの著書にあるように、今回最も冒険していると感じた作品。ダンスを創ることは冒険以外

の何物でもない、と感じさせる作品。【冒険】とは、危険な状態になることを承知の上で、あえて行うこと。成功するかどうか成否が確

かでないことを、あえてやってみること。最もダンスの「冒険」を感じさせる作品を選出下さい。 

 

【KCA奨励賞】 KCA Incentive Award／ 

インセンティブとは、やる気を起こさせるような刺激。動機付け。そのダンスを観たことで、何かを誘発するのではと思える作品。内

包する起爆剤を感じさせる様な作品を選出下さい。 

 

【KCA敢闘賞】 KCA Fighting-spirit Award／ 

勇敢に良く戦うこと。「何か」に対して戦いを挑み、新しいダンスの表現に至っていると感じた作品。その「何か」は、これまでのダンス

かもしれないし、価値観かもしれないし、現代かもしれない。果敢に挑んでいる作品を選出下さい。 

 

 

b  
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上演作品紹介＆振付家プロフィール 

 

 

長谷川寧／冨士山アネット（東京）「Virtual Society」 

 

構成・演出・振付：長谷川寧  出演：岡田玲奈、岡村圭祐、山本輝   

協力:菅井一輝、竹崎博人 

 

貴方と私の観ている事の狭間の相違の話では無く、 

や だから貴方が総意と願う事の相違の話。 

判る？ま、解らないか 

 

「踊る阿呆に見る阿呆」 

この囃子言葉には明確な隔たりが在る。 

踊っている人間と、見ている人間だ。 

「同じ阿呆なら踊らにゃ損損」 

誰かがこうして隔たりを一纏めに熱狂させようとするが、 

そもそも踊るって何の為の行為だった？ 

コンテンポラリーってどの時代の為の言葉だった？ 

踊らない事による損失って何だった？ 

それらにハタと立止まって答えようと息を整えていたら、とっぷり世界も夜更けてしまった。 
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16 Attack On Dance

17 Theatertreffen International Forum

18 ENIAC Djakarta ARTS COUNCIL 19

20 National Theater and Concert Hall,Taipei

 

http://www.fannette.net/  

 

 

小野彩加・中澤陽（東京）「バランス」 

 

出演：荒木知佳、立山澄  演出：小野彩加、中澤陽 

保存記録：植村朔也 制作：花井瑠奈 

 

均衡が外され続ける。社会に於ける「ツールとしての」ダンス。 

 

「舞台芸術に成る以前のダンスを考察する」という主題を基に作品を作り続けている。 

『バランス』では、社会に於ける「ツールとしての」ダンスを考察し、身体と動きが表象するコミュニケーションの「外」と、技術と

振付の不成功により発生するアノミーの「内」とのバランスを探究する。 

 

 

2012

 

https://spacenotblank.com/ 
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松木萌（京都）「Tartarus」 

 

構成・演出・振付：松木萌 

出演：今村達紀 松木萌 

 

ゆっくりと急ぐ歯車の静々と迫る闇へ。 

 

ギリシャ神話における奈落の神 Tartarusにとって闇とは、死、生、愛とはなにか。 

地獄そのものと言われる神の奥底にある感情の起因のその振動は、宇宙を震わせ深い闇の門を叩いたその先の物語。 
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ANTIBODIES Collective

 

 

 

 

 

 

 

横山彰乃 / lal banshees (東京)「海底に雪」 

 

振付・演出：横山彰乃  出演：後藤ゆう、SHIon、横山彰乃  

協力：斎木穂乃香 南香織(LICHT-ER) 

レジデンス協力：城崎国際アートセンター(豊岡市) 

 

“よく知っている底から水面を見上げ 知らない水平線を思い浮かべず 

音の届く先まで睡り どこかの花を想う” 

 

これは「海」をモチーフにした作品の一部です。 

遠く離れた世界のことを簡単に知ることができるようになった今だけど、 

どれだけ本当のことを見ることができるのだろうか。 

様々な海から眺める水平線の先は、想像するにはあまりにも遠い。 

自分が立っている海の底にも、人の目に触れない流れがきっとたくさんある。 

潜ってみないとわからないことだらけで、本当は、何も知ってなんかいない。 

 

 

2016 lal banshees( ) HIPHOP

 

 

www.yokoyamanaa.com 
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中根千枝・内田結花（大阪）「移動する暮らし」 

 

振付・出演：中根千枝、内田結花  

照明デザイン：三浦あさ子 

 

日々、今日と、明日にのぞむ景色 

 

シリーズ作品「暮らし」の新作として、2020年 1月から物理的な場所の移動を想定し制作をしてきました。暮らすことと踊るこ

とを地続きに捉え、変容する事象、変わってしまったことを記憶した体で踊り、見る人の存在や視線を借りながら思考を重ねて、 

今回の上演へと向かいます。 

共に同時代に居る、生きていることを、「暮らし」と呼ぶ時間の中で共有したいと考えています。同じ時を暮らす人たちへ 

敬意を込めて。 

https://kurashinohyohon.tumblr.com/ 
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下島 礼紗 / ケダゴロ（東京）「sky」 

 

振付・構成・演出：下島礼紗   

出演：伊藤勇太、小泉沙織、中澤亜紀、志村映美、秋田満衣、平田祐香、水口結、水澤茜嶺、 

宮本蓮生、木頃あかね、下島礼紗   

創作支援：横浜赤レンガ倉庫一号館 横浜ダンスコレクション 

 

「総括」の名の下に、同志をリンチ殺害した連合赤軍事件。 

この事件からインスピレーションを受けた私の勝手な“イデオロギー”の創作。 

 

稽古場では、生み出された曖昧な物事をイデオロギーで正当化し、仲間たちと共に本番を目指してきた。 

それが振付家の仕事だと思っているからである。だがこれは、「ダンス」というロマンチックな行為に身を捧げたいと熱望した 

馬鹿な人間の、現実的には全く無意味な行為かもしれない。それでも私は革命戦士になりたい。 
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参加振付家の声： 

 

Q 発見したこと、吸収できたこと等、振付家と
して（志す上で）プラスになったことをお聞
かせください。 
 

 

 

  

 

 

 

( ) 
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Q.書ききれない事や、プログラムに対しての
ご意見・ご感想などがあれば、自由にお書き
ください。 
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（2）その他 

 

KYOTO Meeting（報告会＆ダンスミーティング） 
運営：ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク（JCDN） 

 

[報告会] 3月 11日（木） 13：00-16：00 

[ミーティング] 3月 12日（金） 11：00-13：00 

会場： 京都芸術センター フリースペース 

共催：京都芸術センター Co-program カテゴリーD採択企画 

 

事業の成果など 

 

2020 2020 8 - 2021 2 9
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コンテンポラリーダンス・プラットフォームを活用した振付家育成事業 
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発行日：2021年 7月 

発行：NPO法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク（JCDN） 

〒600-8092 京都府京都市下京区神明町 241オパス四条 503 

Tel: 075-361-4685    Fax: 075-361-6225 

 

 

◇コンテンポラリーダンス・プラットフォームを活用した振付家育成事業「ダンスでいこう!!」2020 

文化庁委託事業「令和 2年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」 

主催：文化庁／NPO法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク（JCDN） 

各地共催・制作・協力： 

北海道コンテンポラリーダンス普及委員会／ダンスハウス黄金 4442／Dance Camp Project／城崎国際アートセンター（豊岡市）／

NPO法人 DANCE BOX／FREE HEARTS／広島市安芸区民文化センター／C³/Contact Choreograph Crossing／一般社団法人ダ

ンスアンドエンヴァイロメント／micelle／あけぼのアート&コミュニティーセンター（札幌）／フルイドハグハグ／NPO 法人コデックス／ダン

スヒストリー・スタディーズ／Dance New Air（一般社団法人ダンス・ニッポン・アソシエイツ）／京都芸術センター（Co-program カテゴ

リーD「KACセレクション」採択企画） 

 

事務局：NPO法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク（JCDN） 

統括：佐東範一 運営：神前沙織、榊原愛、松岡真弥 

〒600-8092 京都府京都市下京区神明町 241オパス四条 503 

Tel: 075-361-4685    Fax: 075-361-6225    MAIL: danceitis@jcdn.org    Web: http://www.jcdn.org 

http://www.jcdn.org/

